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Abstract A table clock that is stored in Kunozan Toshogu Shrine, made by Hans de Evalo in 
1581, is one that was awarded in 1611 from the Spanish King Felipe III to the Shogun Ieyasu 
Tokugawa as a goods of thanks of the Spanish shipwreck rescue. The clock is the oldest European 
mechanical one that have existed in Japan today. As a past disassemble investigation of the clock, 
we can refer one that was due to Dr. Teiichi Asahina, National Science Museum Phisical Sciences 
chief, et al in 1954. While, as recent investigations of the clock we can refer to two of them: the 
first one was by Mr. David Thompson, curator of British Museum, in May 2012, and another one 
was by Mr. Johan ten Hoeve, clock conservator of London, in May 2014. The authors had the 
opportunity to witness Mr. Hoeve’s work. Then we were able to check details of the mechanism 
and to take photograghs of parts of the clock. Based on sketches which were drawed in the past 
investigation and photos of parts in latest investigation, we made diagrams and the table of parts 
list of the clock in order to understand the details of clockwork.  
　On the other hand, the clockmaker of the clock is known to be Hans de Evalo from signature 
plate. Mr. Thompson pointed out the possibility that appear another signature under the plate since 
old clockmaker has usnally no habit to engrave his signature on a plate which is fixed on clocks. 
As a result of the X-ray fluoroscopy another letters were found under the plate, which showed that 
the clock was made by Nicolaus de Troestenberch in Brussels in 1573.
Key words: Hans de Evalo, Toshogu Shirine, the oldest mechanical clock in Japan, Nicolaus de 
Troestenberch

1．はじめに

久能山東照宮に保存されている 1581年ハン
ス・デ・エバロ作の金メッキ側ぜんまい駆動置時

計（図1, 2）1)―以下久能山の置時計―は，1609年
（慶長14）に大多喜藩領岩和田村（現千葉県夷隅郡
御宿町岩和田）付近で難破したスペイン船サンフ
ランシスコ号の救助に対する返礼として，1611年
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（慶長16）にスペイン王フェリペ3世から将軍徳川
家康に贈られたものである．西洋の機械時計はす
でに1551年（天文20）イエズス会士フランシス
コ・ザビエルや天正遣欧少年使節等によって日本
へもたらされているが，いずれも失われており，
国内に現存する西洋の機械時計としては久能山の
置時計が最古のものとして知られている．

1954年4月に置時計の本格的調査が，国立科学
博物館理化学課長朝比奈貞一博士をリーダーとし
て実施された．これについては2～3の短編の報告
が和文の一般誌や英文の専門誌に掲載され，写真
が一部紹介されている．2015年秋，著者の 1人
佐々木は，東京都墨田区のセイコーミュージアム
から段ボール1箱，ファイル5冊分の久能山の置
時計関係資料を借用する機会に恵まれた．それら
は，1954年から数年にわたる調査において記録さ
れた，調査メモ，文献コピー，写真，計測用スケッ
チ（図2），手書きの図面の原図（図3）などであっ
た．

一方，久能山東照宮は置時計の評価をより高め
るため，時計研究部門をもつ大英博物館へ調査を
依頼し，2012年5月に同博物館キュレーターによ
る分解調査が行われた．その結果にもとづいて
2014年5月に，置時計の丁寧な分解洗浄と複製の
製作を目的とする計測作業が行われた．分解され
た各部品の写真は，著者の1人齋藤とその協力者
によって一点一点撮影された．
分解調査は，置時計を構成する部品や機構の機
能を明確にしておく絶好の機会である．そこで手
書き図面などから機構図を作成し，各機構の機能
を確認し，写真を整理して部品一覧を作成した．
また，大英博物館キュレーターの指摘に従って

2014年秋に静岡大学で行われたX線透視撮影の
画像は，驚くべき結果を示していた．置時計底面
に鋲止めされた銘板の下に従来の製作者とは異な
る別の銘が存在することが明らかとなった．
本稿は，作成した機構図，部品一覧によって時
計機構を詳述し，さらに新たに確認された銘に関

図1．久能山東照宮所蔵，1581年，ハンス・デ・エバロ銘置時計
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連するフランドルの時計師の活動など置時計の由
来について報告する．

2．久能山の置時計の分解調査

1）過去の分解調査―昭和の分解調査―
過去に行われた久能山の置時計の分解調査とし
て，1954年（昭和29）4月17～18日の調査が挙げ
られる．同調査は，国立科学博物館の朝比奈氏以
下，国立科学博物館文部技官の小田幸子氏，時計
技術者の伊佐田杉次郎，石津浪次郎，平井春夫，
岩上与四郎各氏，写真家木下利秀氏ら総勢十数名
によるものである．
調査の目的は，長年動かすことがなかった同置
時計を分解清掃し時計の機能を復活させることで
あった．時計の鐘及び動作音を録音し，国内現存
最古の機械時計の音として同年6月10日の時の記
念日において全国放送することも主な目的の一つ
で，NHKの取材班も調査に加わった．調査の詳細
は小田技官の残したノート（小田ノート）から伺
い知ることができる．
調査は，以後数年に渡って継続的に行われた
が，その中で時計機構の詳細な計測が行われた．
計測の契機となったのは，1955年11月に起こっ
た盗難事件である 2)．盗難に遭ったのは置時計を
含む文化財13点であったが，幸いにして置時計の
みが翌1956年2月に戻った．これが契機となり，
万一失われたとしても復元を可能にするために計
測作業が計画された．作業の状況は，計測作業を
実施した元横浜国立大学教授荒井文治氏の報告 3)

によって知ることができる．
一連の調査の結果は，全米時計蒐集者協会

（NAWCC）会誌に朝比奈貞一，チェスター・W・
ハワード，勝守陸太郎各氏がそれぞれが投稿した
3編の報告 4),5),6)から知ることができる．また計測
されたデータに基づいて手書きの図面 11点
（図4），機構の構造を示した模式図（図5）が作成
され，その一部は荒井文治氏によって報告されて
いる．
2）近年の分解調査―平成の分解調査―

2012年（平成24）5月16～17日に久能山東照宮
の社務所の一室において，大英博物館時計部門
キュレーター，デービッド・トンプソン氏 7)によ
る分解調査が行われた．トンプソン氏による分解
所見は以下の通りである．
すなわち，時計の保存状態に関しては，

図2．計測データ書込んだスケッチの一部
（朝比奈氏，荒井氏等による）

図3．手書き機構原図　左側面，時方輪列
（朝比奈氏による）
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1） 数十年の埃と錆，油の劣化，機構の破損箇所
もいくつか見られること，

2） 保存のためにはオリジナルは分解し洗浄す
る必要があること，

3） 時計の動きや時打機能など動態演示として
供するにはレプリカを作って行なうことが
望ましいこと，

などでありまた，時計から読み取ることのできる
特筆事項としては，

1） 16世紀前半に過渡的に採用された豚毛調速
機の痕跡があること，

2） 左右側面に取り付けられた扉は，製作当初の
ものでなく後にケースの左右側面を切り抜
いて扉に加工したものであること，

3） 時計師が銘を銘板に刻んで貼り付ける習慣
は基本的に例がなく，銘板の下に別の銘が
存在する可能性があること，

などであった．
分解調査所見に従って置時計の分解洗浄作業が
計画された．作業は，2014年5月13～14日に同じ
く東照宮社務所の一室において，レプリカ製作を
担当する大英博物館指定の時計保存修復管理士ヨ
ハン・テン・ヒューブ氏 8)によって行われた
（図5）．部品は可能な限り分解して計測され，古
い埃や油汚れあるいは緑青は丁寧に取り除かれて
有機系の洗浄液 9)で洗浄された．特に錆の発生し

やすい鉄部については錆止めのワックス 10)が塗
布された．著者等は同作業の一部始終に立ち会う
ことができた．
時計の分解は機構の詳細を知る上で絶好の機会

である．これを記録するため部品の写真撮影は，著
者齋藤と，協力者として加わっていただいた静岡
市在住の写真家塚原勝二氏によって行なわれた．
大英博物館の分解調査に関して現在までに2件
の報告がある．一つは久能山東照宮によって刊行
された『調査所見及びその考察等報告書』で，ト
ンプソン氏による詳しい英文の調査所見 11)が掲
載されている．もう一つは，トンプソン氏と
ヒューブ氏共著の「久能山東照宮のフランドル時
計」と題した英文の報告 12)で，英国古時計協会の

図5．ヒューブ氏による分解洗浄および計測作業

図6．完成した置時計のレプリカ

図4．打方機構の模式図
（朝比奈氏による）
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アンティクォーリアン・ホロロジー誌に掲載され
たものである．

2015年9月4日には，完成したハンス・デ・エ
バロの置時計の精巧なレプリカが，静岡駅前の料
亭浮月楼で公式に公開され，時計の動きと時打ち
の音が紹介された（図6）．

3．置時計の機構図と部品一覧の作成

久能山の置時計は，高さ21.5 cm，幅，奥行きと
も10.6 cmの，真鍮金メッキ側，ぜんまい駆動，時
打ち，目覚まし付き小型の機械時計で，時計本体
の4側面には遠近法で描かれたアーチ構造の建築
物が彫刻されている．時計には，携行するための
持ち手の付いた革製ガラス窓付きのケースが付属
している．
機構部分の材質は基本的には鉄であるが，その
構造にはいくつかの際立った特徴がある．機構の

図7．正面　打方輪列および打方起動・制御機構
 （スケール10 cm, 他の機構図もこれに準ず

る．）

図8．右側面　打方輪列

図9．背面　打方輪列および打数制御機構
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図11．正面　時方輪列

図12．正面　文字盤および目覚まし機構

図13．上面　打方撞木，目覚まし撞木および棒
天符

図10．左側面　時方輪列及び目覚し輪列
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表1．久能山東照宮ハンス・デ・エバロ作洋時計部品一覧
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表1．続き
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表1．続き
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詳細と各部の機能を正しく把握するために，機構
図と部品一覧を作成した．また，各歯車輪列デー
タおよび作動データ表を作成した．
1）機構図
置時計の機構図は，過去に朝比奈両氏によって
作成された手書きの機構図をもとに新たに作成し
た．図の作成作業は手間の多くかかるものであっ
たが，荒井氏の報告書の図は，各部品の位置と機
能を確認する上で大変役に立った．作成した機構
図は，正面–打方輪列及び打方起動・停止制御機
構（図7），右側面–打方輪列（図8），背面–時方
輪列及び打方打数制御機構（図9），左側面–時方
輪列（図10），正面–文字盤及び目覚し機構（図
11），正面–文字盤及び目覚し機構（図12），上面– 

打方撞木，目覚し撞木及び棒天符（図13）の7点
である．
2）部品一覧
久能山東照宮のハンス・デ・エバロ作置時計の
部品一覧を表1に示す．
部品全体を，時計機構フレーム及び付属部品

（部品番号1000番台），歯車輪列等関係部品（部品
番号2000番台）及びケースその他部品（部品番号
3000番台）の3つに区分して表示し，部品名，部
品本体及び附属部品名，部品番号，個数，材質，
用途・機能等の説明の順に表示した．輪列など部
品の大部分の名称と機能については比較的容易に
判断が付いたが説明のつかないものもいくつかあ
り，それらの確認には機構図の作成が大いに役に

表1．続き
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図15．時計機構左側面　打方ぜんまい香箱を
はじめとする打方輪列の他，打方解放・停
止制御梃子が見える．

図14．時計機構正面　前方プレートに文字盤，
時針が取り付けられている．右下には打方
香箱が，左下には目覚まし香箱，がんぎ車
が見える．天板上には棒天符軸や撞木軸を
固定する受け金（コック）などが見られる．

図17．時計機構左側面　左下に時方ぜんまい
香箱，その上に均力車が僅かに見える．右
下には目覚まし用ぜんまい香箱，がんぎ車
が，また星形車，打方起動梃子も見える．

図16．時計機構後面　十字形後方プレートに
数取り車が取り付けられている．左下に打
方ぜんまい香箱，右下に均力車用の糸を巻
き付けた時方ぜんまい香箱が見える．
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立った．また，過去に石津・木下両氏によって撮
影された写真（図14, 15, 16, 17）13)なども確認の決
め手になった．なお，表の左端に通し番号を示し，
また右端に部品の写真を添えこれに番号を振って
参照できるようにした．表によれば部品の点数は
166点であるが，ピンなどの細かい部品やラ
チェット爪や同ばねなど分解できない部品などは
必ずしも数に含まれていない．
3）歯車輪列データ及び作動データ
撮影された部品の写真から輪列を構成する歯車
の歯数データを読み取った．それらによって，天
符周期や風切り車の回転数等の作動データを計算
できる．
時針が1日当たり2回転するので，これを基準
に歯車輪列の比を掛け合わせて1日当たりのがん
ぎ車の回転数4,320を得る．がんぎ車の歯数17か
ら1日当たりの天符振動数は73,440であり，1日
の秒数86,400秒を振動数で割って周期1.18秒を得
る．また，数取り車は歯数が半日の打数78（1～
12の総和）と等しく，これが1日当たり2回転す
るので1日当たりの鐘の総打数156が計算できる．
これから風切り車の1日当たりの回転数9,984を，
さらに1打当たりの風切り車の回転数64を得る．
各輪列の歯数データと計算した作動データを表

2に示す．
表から当置時計の作動特性が読み取れる．例え
ば，天符の周期を1.18秒に調整すれば，時計が正
しく時を刻むという意味である．また，時方一番
車の1日当たりの回転数6に対して打方一番車の
それは2.166で，時方・打方それぞれの一番車の
回転数のバランスが必ずしも取れていないことも
判る．

4．時計機構の詳細

機構図と部品表をもとに時計の機構と機能につ
いて，以下に解説を加える．
1）フレーム構造
（1）四本柱フレーム
正方形の天板と底板を4本の柱で支える四本柱
フレーム構造である．天板及び底板は真鍮，四本
柱は鉄が使用されている．柱は，中央が膨らんだ
上方向にテーパーの付いた轆轤引きの飾り柱であ
る（図18の中央）14)．
（2）輪列軸受けプレート
時計機構は，右側，中央，左側の鉄製の軸受け

プレートを配置し，右側に打方輪列，左側に時方
輪列を配置している 15)．文字盤及び時針駆動機構
は真鍮製の前方プレートに，数取り車など時打ち
制御機構は十字形の鉄製後方プレートにそれぞれ
取り付けられている．鉄製のプレートの各軸穴に
は摩擦軽減のための真鍮環（ブッシュ）が埋め込
まれている（図18の左右）．
打方輪列，時方輪列を左右に配置する構造は，
歯車軸が左右方向に向くため，それと直交関係に
ある指針車や数取り車を駆動するため方向転換用

図18．時計フレーム（四本柱枠）及び左右受け
板　四本柱枠は時計機構の最も基本的形
体である．時計機構は時方機構，打方機構
を前後に配置するのが一般的だが，当置時
計では左右に配置しているので，左右の軸
受けプレートが必要になる．これはフラン
ドル製の時計の特徴という．

図19．ぜんまい香箱，ぜんまい，香箱蓋　a.時
方ぜんまい，b.打方ぜんまい

 （スケール5 cm）
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の傘歯車が使用されている．なお，こうした輪列
配置は，ぜんまいが機械時計に採用されるように
なった際に，運搬可能な小型の時計において，ぜ
んまいの巻き上げを正面からではなく左右方向か
ら行うという要求から生まれた可能性がある．
2）時方機構
（1）時方輪列
時方輪列は，ぜんまい香箱，均力車（糸引き）16)，
時方一番車，時方二番車，時方三番車，時方四番車
（がんぎ車）から成る（図19-a, 図20-a, b, c, d, e）．
時方ぜんまいの動力は，均力車を介して時方一
番車に伝えられ，時方輪列を駆動する．動力は，
さらに時方二番車及び三番車を介してがんぎ車に
伝えられ，棒天符を振動させる．棒天符の安定し
た周期は，時計を一定に制御する．また時方一番

車には歯数32の傘歯車（図20-f）が取り付けられ，
時針駆動機構に連結されている．
ぜんまい香箱はぜんまい収納ケースを指すが，
香箱縁上の4個のD型枘は蓋のD型枘穴に差し込
んでかしめて固定すためのもので，枘及び枘穴が
D型なのはがたつきや緩み防止の方策であろう
（図19-a）．均力車は，螺旋の形状から見て均一化
の機能が不十分な初期のものの印象を受ける
（図20-a）．
調速機の天符は両端にS字形装飾の付いた棒天
符が使われている．なお製作当初は，調速機は棒
天符ではなく，スポーク1本又は4本支持の円天
符が採用されていたことが指摘されている．棒天
符はその後の豚毛調速機（図21）17)に交換された
際のものである．すでに豚毛調速機は取り外され
ているが，天板上に刻まれた扇状の目盛はその痕
跡である（図22）．
（2）時針駆動機構
時針駆動機構は，12個の突起を持つの星形車

（図23-b），歯数48の指針車（図23-c），歯数16の
傘歯車と指針車を駆動する歯数8のかな歯車をも
つ直角歯車（図23-e）から成る．時方輪列の歯車
軸の方向は，一般的な時計機構の前後方向とは異
なり，左右方向に向いているため，これと直交関
係にある指針車を駆動するための方向転換用の連
結機構が必要である．そのための歯車が直角歯車
で，これは時方一番車の角軸部分に固定される歯

図 20．時方輪列　a.均力車，b.時方二番車，
c.時方三番車，d.時方四番車，e.がんぎ車

 （スケール5 cm）

図21．豚毛調速機　レバー上に立てた豚毛の
反発を利用して天符を振動させるもので，
天符にひげぜんまいが適用されるまでの
一時期，過渡的に使用された調速機．

 （“Brittem’s old Clocks and Watches and their 
Makers”より引用）
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数32の傘歯車（図23-f）で駆動する．星形車は軸
を通して指針に連結しているが，星形車に指針車
が円盤形のばね（図23-d）で押さえ付けられ，指
針は摩擦固定で駆動することになる 18)．なお，指
針中央部には目覚ましをセットするための1～12
の数字が左回りに目盛られている 19)．

3）打方機構
（1）打方輪列
打方輪列は，打方一番車（ぜんまい香箱付き），
打方二番車（打鐘ピン9個付き），打方三番車（解
放・停止制御環付き），打方四番車（打鐘予備同作
用ピン付き），打方五番車（風切り）から成る（図
19-b，図24-a, b, c, d）．
打方輪列は時方輪列とは異なり，均力車は無
く，香箱と時方一番車が一体となっている．これ
は，時方輪列では時間を正確に刻む必要からぜん
まいの出力の均一化が求められるのに対して，打
方輪列ではその必要性が少ないからである．打方
二番車には，撞木を引き上げるための梃子を駆動
するピンが9個付いている．ピンの数は6本や8本
が普通だが，9本の例は少ない．なお，打方二番
車には，鐘の打数制御機構へ連結する直角歯車を
駆動するための歯数9の傘歯車が取り付けられて
いる 20)．打方三番車には，全周の約8分の1を切り
欠いた環（解放・停止環）が取り付けられ，これ
がカムの役割を果たし，時打動作の解放（起動・
継続）と停止を制御する 21)．打方四番車には，時

図 22．天板に残された豚毛調速機の目盛り　
扇形目盛りの弧の中心に開けられた穴が
緩急レバーの軸になっていたと思われる．
その穴は，現状では時打ち用撞木の押さえ
ばねの取り付けに利用されている．

図23．指針駆動機構　a.前方プレート，b.星形
車，c.時針車，d.時針車押さえばね，e.直
角歯車，f.時針駆動傘歯車

 打方輪列　a.打方二番車，b.打方三番車，
c.打方四番車，d.風切り車．

 （スケール5 cm）

図24．打方輪列　a.打方二番車，b.打方三番車，
c.打方四番車，d.風切り車
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打の予備動作のための1本のピンが取り付けられ
ている．ピンは，時打ちの起動時に，時打起動梃
子のL形腕に掛かって打方四番車を一旦停止さ
せ，時打の起動動作を確実にしている．打方五番
車は 4枚羽根の風車で，時打ちの鐘を叩く速度
（時打ちの間隔）を制御している 22)．
（2）打方制御機構
打方制御機構は，打方機構の起動・継続，停止
動作を行うためのもので，打方起動梃子と打数制
御梃子から成る．1本の軸に3本の腕を取り付け
た一般的な打方制御機構 23)と異なり，同置時計で
は2つの梃子に分け，腕を介し梃子の動作を伝え，
打方制御を果たしている．打方起動梃子は打方を
起動するための梃子で，梃子の中程に取り付けら
れた嘴金具とその予備動作用のL形腕が取り付け
られている（図25）24)．打数制御梃子は，鐘の打数
を制御する梃子で，打方動作の解放・停止を行う
爪と継続・停止を制御する腕が取り付けられてい
る（図26）．腕の先端が数取り車の凹凸に横から
当たるようになっており，打方動作の継続・停止
を制御している 25)．
（3）打数制御機構
打数制御機構は，直角歯車と数取り車 26)で構成

される（図27）．数取り車は，鐘の打数を制御す

るための歯数78の歯車で，内側に時打の継続・停
止を制御する凹凸が切り込まれている（図27-b）．
凹凸の凸が打方動作の継続を，凹が停止を制御す
る．数取り車の歯数78は半日分の鐘の総打数に等
しく，歯車1歯が鐘の1打に対応する．直角歯車
は，打方輪列の歯車軸の方向と直交関係にある数
取り車を駆動するための方向転換用の連結機構で
ある（図27-d）．
（4）打方撞木作動機構
打方撞木作動機構は，ピン（9個）を持つ打方
二番車，打方動作の伝達用梃子，撞木，撞木作動
ばね，鐘から成る．
打方動作の伝達用梃子は，打方二番車から打方
動作を撞木に伝えるための2本腕の梃子で，軸は
底板の軸受けで支えられている 27)．腕の片方は打
方二番車のピン（9個）に掛かり，他方は撞木軸
から直角に突き出た腕に掛かっている．ここで，
撞木作動ばねが，撞木上の腕に掛かり，その反発
力で槌が鐘に横向きに振り回され内側から鐘を叩
く 28)．
4）目覚まし機構
目覚まし機構は，目覚まし輪列（図28）と起動
梃子，天板上に取り付けられた目覚まし起動・停
止制御梃子から成る．

図25.　打方起動梃子

図26.　打方起動・停止制御梃子

図27.　打方数制御機構　a.背面軸受け板，b.数
取り車，c.数取り車押さえばね，d.数取り
車駆動直角歯車

 （スケール5 cm）
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目覚まし輪列を構成する歯車は，目覚まし一番
車とがんぎ車の2輪である．目覚まし起動・停止
制御梃子は，星形車と重なった円盤上の起動ピン
によって持ち上げられ，梃子の軸上に取り付けら
れた小腕が起動・停止梃子を作動させる．これに
よって目覚まし用撞木のロックが解除され，冠形
脱進機によって撞木の槌が左右に振れて鐘を継続
的に叩き目覚ましが作動する．なお，起動ピンを
取り付けた円盤は，その軸が星形車の筒状の軸
（指針軸）を通って裏側から表側に突き出し，先端
の角柱部に時刻セット用指針が取り付けられてい
る 29)．ここで，目覚まし起動・停止梃子の正面側
の別の梃子は，目覚ましの不要な際にロックする
ためのものである．
5）ケース
（1）ケースの構成
時計機械を納めるケースは，スリップケース

（箱形ケース），鐘を納めるドームの付いた上蓋，
四方に鉤形足の付いた台から成る．
スリップケースの外側四面には，遠近法で描か
れたアーチ構造の建築物の彫刻が施されている．
左右両側面の扉は，後になってスリップケースの
側面を切り取り，蝶番とフックを取り付け扉とし
て開閉できるようにしたと考えられる 30)．なお，
ケース正面は，時計機械の文字盤が現れるように
文字盤の径と同じ大きさに円く切り抜かれてい
る．上面の蓋の四隅には扇紋様が彫刻され，ドー
ムは鱗紋様の透かし彫り（透かし彫りは鐘の音を
外へ放出するためである．）となっている．
時計機械のケースへの収納は次のように行われ
る．まず，フレームの天板を固定した柱のねじの

余り部分を上蓋の四隅の穴に通し，雌ねじが切ら
れた擬宝珠で上からそれぞれ固定する．次に，ス
リップケースの上から時計機械を挿入し，底板の
下面に取り付けられた回転フックで固定する．最
後に，台座部上面の四角い穴に時計をスリップ
ケースごと押し込む．その際に，固定用のフック
やピンは用いず，摩擦だけで固定される．
（2）製作者銘について
製作者については，時計正面の文字盤の下に楕
円形の銘板が鋲で貼り付けてあり，そこにラテン
語で以下の銘文が刻まれている（図29-a）．すなわ
ち，

HANS・DE・
EVALO・ME・FECIT

EN MADRID・A・
1581

文章は単語FECITがラテン語の「作る」を意味
するFACEREの過去形である．従って，銘文の意
味は，「ハンス・デ・エバロが1581年にマドリッ
ドで私を作った」である．さらに，台座底面の中
央にも同様の楕円形の銘板が貼り付けられ，製作
年を示す「1581」の数字だけが刻まれている（図
29-b）．

図28.　目覚まし輪列　a.目覚まし香箱とぜんま
い，b.動力伝達軸，c.目覚まし用がんぎ車

 （スケール5 cm）

図29．置時計に貼り付けられた銘板　a.正面　
製作者，製作地，製作年が刻まれている．
b.底面　製作年だけが刻まれている．
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5．久能山の置時計の製作者，製作年， 
製作地について

ハンス・デ・エバロは，スペインの王室時計師
として実在した人物である．従来，銘の内容につ
いては疑う余地がないものとされてきたが，今
回，銘に関して驚くべき発見があった．分解調査

報告に示されたトンプソン氏の指摘に従って，
2014年の秋に静岡大学電子工学研究所において
置時計の正面側と底面の銘板のX線透視画像が撮
影された結果，時計の底面に貼り付けられた銘板
の下から，新たに別の銘の存在が確認された．
1）新たに確認された銘について
撮影されたX線透視画像は表側の銘板の文字や
図柄の像が重なって見にくかったので，表の画像
と透視画像を画像処理で差分を取り，透視画像に
重なる表側の情報の消去を試みた．その結果，正
面側は何らかの影の存在は認められるものの判別
は不可能であった（図30）．底面側の銘文はもと
もと判読可能であったが，より明瞭に読み取るこ
とができた（図31）．以下にその銘文を示す．

NICOLAVS
DE TROESTENBERCH

ME FECIT ANNO
DNI 1573

BRVXELENCIS

文章はラテン語で，その構成はハンス・デ・エ
バロのものとほぼ同一である．製作年の前のに置
かれたDNIはDOMINIの省略形でANNO DOMINI
で西暦を意味する．またNICOLAVSとBRVX-
ELENCISに含まれるVの発音はラテン系の言語
ではUに近いのでこれに置き換えると，前者はニ
コラウス，後者はブルクセレンシスすなわちブ
リュッセルとなる．従って銘文の意味は，「ニコラ
ウス・ド・トロエステンベルクが西暦1573年に
ブリュッセルで私を作った」である．
トロエステンベルクという名の時計師につい
て，ベルギーの時計学会会長エディ・フレイ
チャー氏と同会事務局長ポール・ファン・ロンペ
イ氏は，ジャン・ファン・トロエステンベルクと
いう時計師が15世紀の初頭にフェリペ1世の王室
時計師として活動しており，またその息子にニコ
ラウス・デ・トロエステンベルクという人物が神
聖ローマ皇帝カール5世の王室時計師として活動
していたことに言及している 31)．フェリペ1世も
カール5世も活動の拠点としていたのはアント
ワープやブリュッセルを中心とするフランドル地
域であり，王室時計師として採用していた時計師
もそのほとんどがフランドル出身であった．
2） 神聖ローマ皇帝カール5世とフランドルの時
計師たち
ここでは，久能山の置時計に関連する神聖ロー

図30．正面銘板部分のX線透視画像　a.元の画
像，b.処理後の画像，何かが写っているら
しいが不鮮明で判読できない．

図31．底面銘板部分のX線透視画像 a.元の画
像，b.処理後の画像，銘文の文字を明瞭に
読み取ることができる
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マ皇帝カール5世とフランドルの時計師たちにつ
いて情報を整理して表3にまとめた．なお参照し
た文献は，G・H・バイリー著『世界の時計製作
者，第1巻』32)，ブライアン・ルームズ著『世界の
時計製作者，第2巻』33)，エディ・フレイチャー著
『ベルギーの時計製作者AからZまで』34)，さらに
エディ・フレイチャーとポール・ファン・ロンペ
イ著『ベルギーの時計製作，1300年～1830年』35)

などである．
表3に取り上げた時計師は，久能山の置時計製
作に直接または間接的に関係するファン・トロエ
ステンベルク父子，バラン父子，デ・エバロ父子
らで，いずれもフランドル出身の時計師である．
それをもとに，久能山の置時計の製作者に関する
諸事情を議論することにする．
（1）神聖ローマ皇帝カール5世：神聖ローマ皇
帝カール 5世（1500–1558，在位 1516–1556）は，
ヨーロッパから新大陸さらにはアジア（フィリピ
ン）に至る世界帝国「太陽の沈むことのない帝国」
を築き上げたハプスブルグ家の絶頂期に君臨した
皇帝である．カール5世は，宇宙論，数学，天文
学，占星術などに強い関心を示し，彼自身が育っ
たメヘレンに隣接するルーバンの大学で開かれた
セミナーに度々足を運び，ゲンマ・フリシウス
（1508–1555）36)やゲラルドゥス・メルカトル
（1512–1594）37)らと交流を結んだ．カール5世は，
彼らを通じて大航海時代における地理学と天文学
の知識を学び，その重要性をよく認識し，理解し
ていたといわれている．
カール5世の即位に際して，ミラノを統治して
いたフェランテ・ゴンザーガ（1507–1557）はジョ
バンニ・ド・ドンディ（1330–1388）の天文時計ア
ストラリウム 38)を贈った．これは皇帝の天文学へ
の興味に応えたものと思われる．天文時計は既に
破損して動かなかったので，カール5世はこれを
修理できる時計師を探す指令を各地に発した．こ
れに応じたのが若干20才代前半のクレモナの時
計師ジアネッロ・トリアーノ（1500頃 –1585）39)

で，カール5世とフェリペ2世の2代にわたり王室
時計師の職を全うした．カール5世の活動の拠点
はフランドル地域でブリュッセルの宮殿に定期的
に逗留し，トリアーノも一時期ここで過ごしたと
いわれる．また，後にカール5世はブリュッセル
で数名の時計師を雇い入れたが，その1人がニコ
ラウス・デ・トロエステンベルクであった．

1556年にカール5世は病のため神聖ローマ皇帝

を退位し，ブリュッセルを離れてスペインのユス
テ修道院で隠居生活を送ることになった．トリ
アーノはカール5世に従ってスペインへ移転した
が，ニコラウス・デ・トロエステンベルク（15世
紀終わりから16世紀前半）を初めとするフランド
ルの時計師たちは従わなかった．その理由は，彼
らはプロテスタントであり，カトリック信仰を強
く推し進めるスペインへ行くことを嫌ったのでは
ないかとされる．代わりの時計師として新たに雇

図32．ニコラウス・デ・トロエステンベルク
作の方形金メッキ水平文字盤卓上時計

 （写真提供：サザビーズ©Sotheby’s/Art Digital 
Studio）

図33．ニコラウス・デ・トロエステンベルク
作の方形金メッキ卓上時計の機械部の一
部．棒状押さえばねに久能山の置時計との
共通性が見られる．ひげぜんまい付き円天
符は後に交換されたものであろう．

 （写真提供：サザビーズ©Sotheby’s/Art Digital 
Studio）
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われたのがヨハン・バラン（1530年頃–1603年）
であった．カール5世は，ヨハンをトリアーノに
続く次席の時計師として重用したという．
カール5世は，時計を居室を飾る単なる時を知
るため装置でなく，天体の動きを知る装置あるい
は航海中の位置の決定する装置として時計の科学
的有用性を理解し，時計に高い関心を持っていた
と思われる．
（2）ファン・トロエステンベルク父子：ジャ
ン・ファン・トロエステンベルク 40)は，1499年に
ブルゴーニュ端麗公に3個の金メッキ置時計をブ
リュッセルで製作した記録がある．ブルゴーニュ
公は16世紀初頭カスティーリャ王として即位し
フェリペ1世を名乗ったが，ジャンはその際に王
室時計師を務めたことが判っている．それ以外の
ジャンの動向については，1535年にブルージュへ
移転したことが判っているのみで，生年，没年と
もに不詳である．
ジャンの息子のニコラウス・デ・トロエステン
ベルクは，16世紀の半ばには複数のフランドルの
時計師とともにカール5世の王室時計師に奉職し
たことが知られている．1556年にカール5世が退
位しブリュッセルからスペインのユステ修道院へ
移転する際には，同行せずにブリュッセルに留
まった．ニコラウスはブリュッセルで仕事を継続
し，1566年に方形金メッキ卓上時計を，そして
1573年に，フレイチャー氏の調査に加えられるべ
き久能山の置時計を製作した．ニコラウスについ
ても，生年，没年ともに不詳である．

2010年にパリで行われたサザビーズオーク

ションにおいて，1556年にニコラウス・デ・トロ
エステンベルクが製作した方形金メッキ上卓上時
計が落札された（図32）41)．卓上時計の時刻目盛り
を刻んだ銀製ベゼルの意匠，時計機械の上面に残
された押さえばねの形（図33），時計底面に刻ま
れた製作年，製作者，製作地を示す文字列と書体
（図34）などに，久能山の置時計との共通性が認
められる．ごく近年まで時計師トロエステンベル
クの存在は全く知られていなかったので，これら
の事実は久能山の置時計の由来を探る上で画期的
な情報となった．
（3）バラン父子：ヨハン・バランは，1530年頃
フランドルのリール辺りで生まれた 42)．ヨハン・
バランがカール5世の王室時計師に任用されたの
は，退位後スペインへ移転の際に，フランドルの
時計師が1人も同行しなかったため，新たに選任
の必要が生じ，これに応じたヨハンが行くことに
なった．ユステ修道院には隣接した工房が作ら
れ，カール5世は朝一番で工房に出向いてヨハン
と天文学や天文観測の議論をするのを何よりの楽
しみにしていたという．1558年にカール5世が亡
くなった後に，王室時計師の職はフェリペ2世に

図 34．1566年ブリュッセルでニコラウス・
デ・トロエステンベルクが製作したこと
を示す銘

 （写真提供：サザビーズ©Sotheby’s/Art Digital 
Studio）

図35．エル・エスコリアル宮殿の1583年，ハ
ンス・デ・エバロ作，聖体顕示台型置時計

 （写真提供：エスコリアル王立修道院© 
Royal Monastery of the Escorial）
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引き継がれ俸給も倍増したが，プロテスタント
だったヨハンは宗教尋問の不安から，帰還の願い
出が許可された1561年にブリュッセルへ戻って
しまった．従って，王室時計師の職に奉じていた
期間は短く，1556年から1561年までの5年間であ
る．

1565年に息子ニコラス・バランが生まれて時
計師の道へ進んだが 43)，1590年に父子ともにロン
ドンへ移住しシティ・オブ・ロンドンのブラック
フライアー地区に工房を構えた．ニコラスは同年
に同郷のエリザベス・レントメーアと結婚した．
バラン親子は，活動の場をロンドンに移して優
秀な時計師としての地位を築いたが，17世紀初頭
にロンドンのみならずヨーロッパ全域を襲ったペ
スト禍によって，1603年に父子共に命を絶たれて
しまった．
（4）デ・エバロ父子：ハンス・デ・エバロは，

1533年頃にブリュッセルで生まれたフランドル
の時計師で，1598年にマドリードで没したとされ
る 44)．ハンスのブリュッセルからマドリードへの
移動は，神聖ローマ帝国皇帝カール 5世が亡く
なった1558年である．ハンスの公式の王室時計師
の任用は1580年からで，それはマドリードで亡く
なる1598年まで続いたとされるが，ハンスの息子
ロレンソ・デ・エバロが1621年にフェリペ3世に
提出した父親の履歴に関する覚書きに，父ハンス
が1558年から1598年までの40年間王宮に奉職し
たと記しており王室時計師任用の期間に食い違い
が生じている．これは，1558年からは王室時計師
として活動し，1580年からは一段ランクアップし
て公式王室時計師の役職を得たと解釈できる．
フェリペ2世から5台の時計の注文を受けた1580

年はハンスが公式王室時計師となった年であり，
以降数年間はハンスが王室時計師として最も活動
していた時期とすることができる．この時期に手
がけた作品として，1583年作のエル・エスコリア
ル宮殿の聖体顕示台型置時計（図35，図36）を挙
げることができる．

図 36．聖体顕示台の銘．「HANS DE EVALO F 
EN MADRID 1583」と刻まれている．

 （写真提供：エスコリアル王立修道院© 
Royal Monastery of the Escorial）

図37．バラン作の方形金メッキ水平文字盤卓
上時計，底面にVALLINの銘があるが製作
年は刻まれていない．

 （写真提供：クリスティーズ，Private Col-
lection Photo©Christie’s Images/Bridgeman 
Image）

図38．久能山の置時計の天蓋，四隅の扇紋様に
注意
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6．議論

1） 久能山の置時計に見られる装飾の意匠につい
て

2009年11月19日にロンドンで開催されたクリ
スティーズオークションで，一台の方形金メッキ
水平文字盤卓上時計が落札された 45)．この時計
は，底面にVALLINとだけしか刻まれていなかっ
たので，バラン父子のどちらが製作したか判断が
付かなかった（図37, 38）．この時計で注目された
のは，4側面に刻まれた遠近法で描いたアーチ構
造の建築物の意匠と上面の四隅に刻まれた扇紋様
の意匠が，久能山の置時計の建築物や扇紋様のそ
れと酷似していたことである．
当初，ハンス・デ・エバロとヨハン・バランが
活動時期や経歴が類似し，またデ・エバロのフラ
ンドル名がバランに似たデ・バルス（de Vals）で
あることなどから，両者を同一視する見方があっ
た．装飾の意匠の酷似は両時計師の同一性の根拠
と思われたが，久能山の置時計の製作者として新
たにニコラス・デ・トロエステンベルクであるこ
とが判明し，この議論は全く別の方向で決着を見
るに至った．異なる製作者にもかかわらずなぜ意
匠が酷似するかという疑問は，ニコラス・デ・ト
ロエステンベルク，ヨハンバラン両時計師がブ
リュッセルで同時に活動していた期間は10年以
上と推定され，ケースの彫刻を同一の職人が行っ
た可能性を考慮することによって解決すると思わ
れる．
2）改造の状況と理由
トンプソン氏は所見において，現在の状態が製
作当初の状態に対していくつかの改造が施されて
いると指摘している．改造の箇所は，天符を含む
調速機の交換，スリップケースの扉の加工，およ
び銘板の貼り付け，の3項目である．
（1）豚毛調速機への交換と撤去：豚毛調速機が
製作当初に存在していたという根拠は，上部プ
レート（天板）上面に刻まれた円弧形の目盛りで
ある（図22）．豚毛調速機は，円天符にひげぜん
まいが採用されるまでの過渡期に試みられた調速
機で，緩急を調整する特有の目盛りが刻まれてい
る．しかし，彫られた目盛りの溝には金メッキの
痕跡がないため，同調速機の設置は製作当初では
ないことが判る．
豚も調速機はその構造から棒天符か2本スポー
ク支持の円天符でなければならないが，改造前の

調速機はどのようなものだったか．トンプソン氏
によれば，フランドル製の時計ではスポークが一
本または十字支持の円天符としている．製作当初
採用されたのは円天符で，しばらく後に，棒天符
を利用した豚毛調速機に改良され，その後豚毛機
構部を取り外し，棒天符が残ったと考えられる．
なお，復元された置時計は2本スポーク支持の円
天符が採用されている．
（2）扉の加工：スリップケースの左右側面を切
り抜いて扉へ加工したという根拠は，トンプソン
氏の指摘のとおり，扉とケースの間の隙間が使用
したと思われる鋸の厚み程度であること，蝶番や
留金の工作程度が粗くケース本体と合わないこ
と，製作当初から扉を取り付けたとすると，左右
扉上の鍵穴を開ける必要はないこと，そして遠近
法で描いた建築物の彫刻と扉の位置が整合しない
こと，さらに金メッキが扉の切り口や裏へ回り込
んでいないこと，などである．従って，製作当初
は左右に扉はなく，鍵穴だけが開けられたスリッ
プケースだったと考えられる．
改造の目的は，時計機構を見やすくするためと
いうのが最も自然であろう．時計を贈る側が珍し
い装置として扉を開いて機構を示す場合も，贈ら
れた側が他者に見せる場合にも，扉が開けられれ
ば好都合である．改造の時期については返礼の贈
り物に決定した後で，日本へ出発するまでの短期
間と考えるのが自然であろう．
（3）銘板の取り付け：今回，底面に貼り付けら
れた銘板の下から，別の時計師としてニコラウ
ス・デ・トロエステンベルクが，別の製作年の
1573年が，別の製作地のブリュッセルが明らかに
された．この衝撃的事実は当然ながら，なぜトロ
エステンベルク製作の時計にハンス・デ・エバロ
の銘を刻み，製作年も 8年後の 1851年とし，ブ
リュッセルでなくマドリードとしたか，という新
たな疑問を生むことになる．
フィリピン前総督のドン・ロドリゴが日本を出
発して新スペインへのアカプルコに帰還したのは
1610年の10月末であり，救助の返礼大使セバス
チャン・ビスカイノが日本へ向けてアカプルコを
出発したのは翌1611年3月下旬であった．従って
彼らの準備期間は5ヶ月弱で，主都シウダ・デ・
メヒコ（現在のメキシコシティ）往復を差し引く
と実質4ヶ月しかなかった．贈り物は，国王に匹
敵する将軍家康にふさわしいものでなければなら
ない．時計は十分な謝意を表すとともにスペイン
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王国の権威を示すためには最適な贈り物で，その
権威付けにはスペイン王室の公式王室時計師であ
ることが必要であったが，スペインから時計を運
ぶ時間的余裕はなかった．そこで可能性として考
えられるのは，副王の手元にあった1573年ニコラ
ウス・デ・トロエステンベルク作（この時点で既
にニコラウスはカール5世の王室時計師を辞して
いた）の置時計に，1580年にスペイン王室の公式
王室時計師に昇進したばかりのハンス・デ・エバ
ロの名前，製作地のマドリードそして製作年の
1581年を刻んだプレートを貼り付けたのではな
いか．

7．おわりに

今回，久能山東照宮所蔵のハンス・デ・エバロ
作置時計を実際に製作した時計師としてニコラウ
ス・デ・トロエステンベルクの名前が判明し，ト
ロエステンベルクを含むフランドルの時計師たち
の活動の状況の一端を明らかにすることができ
た．

16世紀前に半南ドイツのアウグスブルグや
ニュールンベルクで盛んだった時計製作が，宗教
革命で大きな影響を受け，プロテスタントであっ
た多くの時計師はフランス，オランダ，イングラ
ンドへ居場所を求めて移動し，その結果1世紀後
には南ドイツの時計製作は完全に廃れたといわれ
る．
一方，ヨーロッパの王侯は時計師に注文し，あ
るいは時計師を雇って精巧な時計を作らせた．そ
れはまた優秀な時計師を育てる結果を生んだが，
今回示すことができたカール5世やスペイン王と
それに関わるフランドル時計師たちの動向は，そ
うした当時の時計製作の技術的・社会的歴史の1
側面を示していると思われる．
久能山の置時計の価値は，将軍家康の遺品とし
て収蔵されほとんど修理や改造の手が入らなかっ
たため，400年以上前の製作当初の状態がそのま
ま保存された正にタイムカプセルだということで
ある．このようなケースは，所蔵者が代わるうち
に手が入れられることが多い西洋では極めて希で
あり，その点で日本のみならず世界の時計の歴史
において，重要な資料としての役割を果たすこと
が期待される．一方，江戸初期の日本の外交にお
けるさまざまな史実を証明する歴史資料としての
役割も多大である．当置時計についての正確な記

述と評価を行うことは，日本のみならず世界の技
術と社会さらには文化の歴史を探る上で必要と言
わなければならない．
本稿を執筆するに当たって，久能山東照宮で行
われた分解洗浄の際に撮影した写真の他，東照宮
所蔵の写真も活用させて頂いた．また，セイコー
ミュージアムに保存されていた久能山東照宮置時
計関係資料も活用させて頂いた．写真提供の要望
に快く応じて下さった久能山東照宮宮司落合偉洲
氏，元東照宮博物館副館長小林一哉氏，資料の提
供に快く応じて頂いたセイコーミュージアム館長
渡邉淳氏，そしてX線透視画像撮影にご協力頂い
た静岡大学電子工学研究所に厚く御礼申し上げる
次第である．
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発させながら振動させる調速機である（図21）．こ
れは腕を移動させて天符軸との距離を変えること
によって，天符の振動周期を調整できるようにした
もので，ホイヘンスによるひげぜんまい採用の過渡
期に一時的に現れた調速機である．天板上の目盛は
緩急の程度を腕の位置によって調整するための典
型的な目盛で，この存在が豚毛調速機が存在した証
拠となる．

18) 指針は強く回せば星形車が滑って目的の時刻に指
針を合わせられるいわゆる摩擦固定（フリクション
ストップ）である．

19) 目覚ましセット用指針は失われているが，これが存
在するものと仮定してそれが裏側の目覚まし起動
ピンと連動していることを条件に目覚ましセット
用目盛りを想定する．時針がある時刻を指している
ときに目覚ましが起動するとした場合，セット用指
針が真上に来ていることになり，その結果，時刻目
盛りが異なりセット用目盛りは左回りに目盛られ
ることになる．

20) 二番車のそれぞれのピンは傘歯車の歯一つ一つに

対応し，従ってこれらは鐘の一打一打に対応する．
21) 和時計では「子引き輪」と呼ばれる．
22) 和時計では「風切り」と呼ばれる．
23) 打方制御機構は，一般的には1本の軸に起動腕，解
放・停止腕，打数制御腕の3本の腕をもつ梃子―和
時計では「三つ枝金」と呼ばれる．

24) 時打ちの起動における嘴金具とL字形腕の作動状
況は次のとおりである．嘴金具が星形車によって持
ち上げられ，打方動作が起動する．同時に梃子に固
定された予備動作用L形腕が持ち上がり，回転を始
めた打方四番車のピンが掛かって打方動作は一旦
停止する．梃子は星形車によってさらに持ち上げら
れL形腕がピンから外れた所で打方輪列が再び動
き始め鐘が打ち始められる．その際にL形腕の下側
の湾曲部に沿ってピンが滑り，梃子を僅かに上に持
ち上げる．これによって嘴金具は星形車の歯から完
全に解放されるが，腕の根本と嘴金具を連結してい
るばねが嘴を定位置に押し戻し，打方起動の誤動作
が起こらないようになっている．

25) 打数制御梃子は梃子の先端は打方起動梃子の先端
に掛かっていて，起動の際に梃子が持ち上げられ，
打方三番車の解放・停止制御環から外れ，打方輪列
が動き始める．数取り車は一打毎に一歯ずつ送られ
るが，打数制御腕の先端が数取り車の凸部に当たっ
ている間は，梃子上の爪は制御環の切れ目に落ち込
まないので，時打動作は継続する．数取り車の凹部
に入ったところで爪が制御環の切れ目に落ち込み，
爪が掛かって打方動作が停止する．凸部の長さが鐘
の打数を決めることになり，数取り車の凹凸でプロ
グラムされた打数の鐘が打たれる．

26) 和時計では「雪輪」と呼ばれる．
27) 軸受けの一つは，撞木用の臼型軸受けの横に開けら
れた軸穴が当てられている．

28) 打方二番車が回転してピンは伝達用梃子の腕を持
ち上げる．この力が伝達用梃子の別の腕を介して撞
木軸の腕に伝えられ，撞木軸が回転して槌が引き上
げられる．打方二番車がさらに回転して梃子がピン
から外れ，撞木ばねの反発力で槌が動いて鐘が鳴ら
される．
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